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つくつきLINE公式アカウントを開設
タイムリーなつくつき情
報を配信しています。
会員数361件
８月8日現在
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佃
月
島
新
聞
を
応
援
く
だ
さ
い

サ
ポ
ー
タ
ー
会
員
募
集

サ
ポ
ー
タ
ー
会
員
登
録
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
佃
宮
崎
様

勝
ど
き
江
口
様

田
丸
様

年
会
費

個
人
一
口

２
千
円

新
聞
を
郵

送
や
宅
配
な
ど
で
お

届
け
。
法
人
会
員
は
一
口
２
万
円
、

PR
記
事
を
年
一
回
掲
載
。
振
込
先

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
ツ
ク
ダ
ツ
キ
シ
マ
シ
ン

ブ
ン
セ
イ
サ
ク
イ
イ
ン
カ
イ
総
合106

60-44970471

年
会
費
ク
レ
ジ
ッ
ト

決
済
サ
ー
ビ
ス

つ
く
つ
き
で
は
「
ｓ
ｑ

ｕ
ａ
ｒ
ｅ
」
と
い
う
決

済
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し

て
い
ま
す
。
お
振
込
み
手
数
料
は

当
方
持
ち
で
す
。
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シ
ル
バ
ー
川
柳

（

中
央
）
ク
ラ
ブ
の

皆
さ
ん
の
作
品
で

す
。
一
言
寸
評
は

読
者
野
原
さ
ん
で
す
。
８
月
の
お
題

は
「
マ
ス
ク
」
で
す
。

マ
ス
ク
で
も

誰
だ
か
分
か
る

体
形
で

安
魚

ほ
ん
と
に
体
形
っ
て
い
う
や
つ
は

ね
～
、
ど
ん
な
格
好
を
し
て
い
て
も

自
己
主
張
す
る
ん
だ
よ
ね
～
。

マ
ス
ク
し
て

外
に
出
た
な
ら

あ
な
た
誰
れ

風
天

口
元
の
シ
ワ
と
無
精
ヒ
ゲ
を
隠
し

て
く
れ
る
マ
ス
ク
の
あ
り
が
た
さ
。

欲
を
言
え
ば
若
見
え
す
る
マ
ス
ク
欲

し
い
な
あ
。

シ
ル
バ
ー
川
柳
（
中
央
）
は
毎
月

１
回
月
初
の
土
曜
日
に
シ
ニ
ア
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

問
合

せ
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編
集
部
ま
で
。
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ロ
ー
ズ
・
ガ
ー
デ
ン
で
の

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

シ
ル
バ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
ケ
ア
（
株
）

介
護
付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム
ロ
ー

ズ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
リ
ー
ズ
を
２
施

設
運
営
し
て
い
ま
す
。
有
料
老
人

ホ
ー
ム
ロ
ー
ズ
・
ガ
ー
デ
ン
で
は

ご
入
居
者
様
向
け
に
体
操
教
室
が

あ
り
ま
す
。「
い
つ
ま
で
も
お
元

気
で
」
楽
し
く
生
活
が
暮
ら
せ
る

よ
う
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

講
師
を
お
招
き
し
、
ヨ
ガ
の
手

法
を
取
り
入
れ
、
椅
子
に
座
り
無

理
な
く
身
体
を
動
か
せ
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

最
後
は
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
を
体

験
し
て
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
気
持

ち
で
終
了
い
た
し
ま
す
。
老
人
ホ
ー

ム
で
の
生
活
は
こ
れ
ま
で
の
生
活

を
尊
重
し
個
性
を
活
か
せ
る
環
境

が
と
て
も
大
事
と
い
え
ま
す
。

ロ
ー
ズ
・
ガ
ー
デ
ン
入
居
相
談
室

0120-882-236
https://w

w
w
.rose-g.

net/
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月
島
一
丁
目
「
と
ん
か
つ
丸
七
」

月
島
で
は
ま
だ
飲
食
店
の
新
規
出

店
が
続
い
て
い
ま
す
ね
。
ち
ょ
っ
と

街
を
歩
い
て
い
な
い
と
、
あ
れ
こ
ん

な
と
こ
ろ
に

新
し
い
店
が

で
き
て
る
っ

て
こ
と
に
。

月
島
一
丁
目

「
喫
茶
銀
の
羊
」
の
前
で
す
。

あ
の
有
名
な
「
門
仲
丸
七
」
の
系

列
店
の
よ
う
で
す
。
と
ん
か
つ
好
き

の
編
集
長
と
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ

と
。
で
も
近
く
の
ホ
ル
モ
ン
屋
さ
ん
、

チ
キ
ン
屋
さ
ん
も
ま
だ
行
っ
て
い
な

い
し
、
月
島
の
飲
食
店
巡
り
は
ま
だ

ま
だ
で
す
。
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「
復
活

佃
月
島
演
芸
館
」
再
演

築
地
本
願
寺
佃
島
分
院
に
て

２
年
前
に
、
取
り
壊
さ
れ
る
前
の
佃

島
説
教
所
で
開
催
し
た
演
芸
館
の
再
演

で
す
。
９
月
24
日
土
曜
①
午
前
の
部
10

時
半
～
②
午
後
の
部
13
時
半
～
二
千
円

場
所

新
装
な
っ
た
本
願
寺
佃
島
分
院

予
約
受
付
は
８
月
か
ら
開
始
し
ま
し

た
が
、
大
好
評
で
80
人
の
定
員
を
越
え

て
し
ま
い
、
現
在
会
場
の
増
席
を
検
討

中
で
す
。
残
席
が
あ
る
か
は
つ
く
つ
き

Ｈ
Ｐ
か
下
記
の
お
問
合
せ
で
ご
確
認
を
。
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月
島
社
会
教
育
会
館

ア
ー
ト
は
る
み

未
来
の
月
島
の
ま
ち
を
作
ろ
う

参
加
者
の
皆
さ
ん
が
月
島
地
区

の
ま
ち
・
地
域
に
つ
い
て
学
び
、

「
地
域
を
大
切
に
し
新
し
い
街
づ

く
り
を
創
出
す
る
」
こ
と
を
目
的

に
月
島
の
未
来
の
街
を
模
型
制
作

し
ま
す
。
全
二
回
の
講
座
で
講
師

（
志
村
秀
明
氏

芝
浦
工
業
大

学
建
築
学
部
教
授

月
島
長
屋
学
校

を
主
宰
）
（
菊
池

高
瑛
氏
建
築
家
）

（
柴
野
夏
初
氏

建
築
家
）

そ
の

他
芝
浦
工
業
大
学

建
築
学
部
学
生
が

参
加
し
ま
す
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調
剤
薬
局

フ
レ
ン
ド
通
信

本
橋
さ
ん
の
健
康
コ
ラ
ム

今
月
は
帯
状
疱
疹
の
予
防
に
つ

い
て
で
す
。

帯
状
疱
疹
は
治
療
後
も
後
遺
症

と
し
て
残
る
こ
と
が
知
ら
れ
加
齢

と
共
に
神
経
痛
に
移
行
す
る
人
の

割
合
が
高
く
な
り
50
代
以
上
の
約

20
%
が
後
遺
症
に
悩
ま
さ
れ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
痛
み
が
数
年

続
く
こ
と
も
あ
り
生
活
の
質(Q

O
L)

に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
か
ら

予
防
が
と
て
も
重
要
で
す
。

予
防
に
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
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み
が
数
年

続
く
こ
と
も
あ
り
生
活
の
質(Q

O
L)

に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
か
ら

予
防
が
と
て
も
重
要
で
す
。

予
防
に
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

同
様
ワ
ク
チ
ン
が

有
効
で
す
。
現
在

日
本
で
承
認
さ
れ

て
い
る
ワ
ク
チ
ン

は
２
種
類
、
効
果

Ｒ
65
月
島
カ
フ
ェ
９
月
15
日

勝
ど
き
デ
イ
ル
ー
ム
毎
月
第
３

木
曜
日
12
時
半
～
14
時
ま
で
は
ス

マ
ホ
勉
強
会
、
サ

ポ
ー
タ
ー
の
協
力

で
一
対
一
で
勉
強

し
ま
す
。

２
時
か
ら
は
楽

し
い
お
し
ゃ
べ
り
の
カ
フ
ェ
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
ス
マ
ホ
勉
強
会

か
ら
引
き
続
き
の
参
加
も
で
き
ま

す
。
９
月
の
講
座
は
２
面
の
コ
ラ

ム
で
お
馴
染
み
の
新
川
髪
育
美
容

師
吉
田
さ
ん
の
「
シ
ニ
ア
の
た
め

の
髪
育
講
座
」
「
司
法
書
士
の
相

続
講
座
」
は
勝
ど
き
の
司
法
書
士

甲
斐
さ
ん
で
す
。
無
料
で
参
加
で

き
ま
す
。
ご
参
加
希
望
の
方
は
編

集
部
に
ご
予
約
申
込
く
だ
さ
い
。
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65
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、
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の
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で
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い
お
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の
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が
ス
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。
ス
マ
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勉
強
会
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ら
引
き
続
き
の
参
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も
で
き
ま

す
。
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の
講
座
は
２
面
の
コ
ラ
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で
お
馴
染
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の
新
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髪
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容
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の
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シ
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の
た
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の
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」
「
司
法
書
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の
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続
講
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」
は
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ど
き
の
司
法
書
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甲
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さ
ん
で
す
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無
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で
参
加
で

き
ま
す
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ご
参
加
希
望
の
方
は
編
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部
に
ご
予
約
申
込
く
だ
さ
い
。

４４

出
演

11
代
目
金

原
亭
馬
生

落
語

「
佃
祭
」
を
口
演

し
ま
す
。
地
域
ネ

タ
の
名
作
を
語
り

ま
す
。
銀
座
木
挽
町
生
れ
。
「
昔
、
説

教
所
で
算
盤
大
会
に
出
た
。
懐
か
し
い

佃
で
演
じ
ら
れ
る
の
が
楽
し
み
」

実
は
編
集
長
と
越
中
島
の
高
校
の
同

期
生
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
の
彼
は
女
子
の

フ
ァ
ン
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。
剣
道
部

の
編
集
長
と
は
大
違
い
で
し
た
。

佃
川
燕
也
「
大

江
戸
玉
す
だ
れ
」

地
元
の
佃
二
丁
目

（
旧
・
新
佃
島
西

町
二
丁
目
）
生
ま

れ
。
佃
島
小
学
校
卒
業
。
平
成
５
年
大

江
戸
玉
す
だ
れ
を
旗
揚
げ
。
現
在
、
門

下
生
は
全
国
に
２
０
０
名
余
り
。
「
さ

て
、
さ
て…

」
で
始
ま
る
お
馴
染
み
の

玉
す
だ
れ
だ
け
で
な
く
、
端
唄
や
小
唄
、

寄
席
の
踊
り
な
ど
、
江
戸
の
雰
囲
気
を

織
り
込
ん
だ
「
玉
す
だ
れ
芸
」
を
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
上
演
し
て
い
ま
す
。

田
辺
い
ち
か

創

作
講
談
「
そ
の
昔
佃

島
漁
師
夜
話
」
佃
寅
、

石
井
き
ん
ざ
さ
ん
の

小
説
を
創
作
講
談
に

語
り
起
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
た
め
わ
ざ
わ
ざ
大
阪
市
西
淀
川
区
の

住
吉
ま
で
取
材
に
行
っ
て
い
た
だ
い
た

そ
う
で
す
。
現
地
で
江
戸
時
代
に
佃
島

に
移
住
し
た
漁
民
に

思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

前
回
の
メ
ー
キ
ン

グ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
10
名
に

進
呈
い
た
し
ま
す
。

編
集
部
ま
で
。

出
演
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代
目
金
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。
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を
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げ
。
現
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、
門
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は
全
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に
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名
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り
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さ
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、
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で
始
ま
る
お
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染
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の

玉
す
だ
れ
だ
け
で
な
く
、
端
唄
や
小
唄
、

寄
席
の
踊
り
な
ど
、
江
戸
の
雰
囲
気
を

織
り
込
ん
だ
「
玉
す
だ
れ
芸
」
を
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
上
演
し
て
い
ま
す
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田
辺
い
ち
か

創

作
講
談
「
そ
の
昔
佃

島
漁
師
夜
話
」
佃
寅
、

石
井
き
ん
ざ
さ
ん
の

小
説
を
創
作
講
談
に

語
り
起
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
た
め
わ
ざ
わ
ざ
大
阪
市
西
淀
川
区
の

住
吉
ま
で
取
材
に
行
っ
て
い
た
だ
い
た

そ
う
で
す
。
現
地
で
江
戸
時
代
に
佃
島

に
移
住
し
た
漁
民
に

思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

前
回
の
メ
ー
キ
ン

グ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
10
名
に

進
呈
い
た
し
ま
す
。

編
集
部
ま
で
。

昭
和
２
８
年
商
工
地
図
を
見
る
と
？

京
橋
図
書
館
地
域
資
料
室
に
あ
る
昭

和
28
年
商
工
地
図
に
は
２
つ
の
演
芸
場

が
あ
り
ま
す
。
西
仲
通
り
交
番
の
裏
手

あ
た
り
、
「
月
島
演
芸
場
」
隣
は
月
島

映
画
劇
場
で
す
。
も
う
１
軒
は
佃
小
橋

の
そ
ば
に
「
住
吉
演
芸
場
」
で
す
。

佃
・
月
島
の
昭
和
時
代

西
仲
通
り
に
は
、
毎
晩
夜
店
が
出
店

し
、
下
町
ら
し
い
商
店
街
が
続
き
、
銭

湯
が
丁
目
ご
と
に
あ
っ
た
時
代
で
す
。

長
屋
に
は
「
内
風
呂
」
は
な
く
、
家
族

大
勢
で
銭
湯
に
通
う
の
が
日
課
で
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
は
一
軒
も
見
当
た
ら
ず
、

佃
島
の
石
川
島
造
船
所
と
下
請
け
工
場

で
働
く
労
働
者
た
ち
が
長
屋
で
生
き
生

昭
和
２
８
年
商
工
地
図
を
見
る
と
？

京
橋
図
書
館
地
域
資
料
室
に
あ
る
昭

和
28
年
商
工
地
図
に
は
２
つ
の
演
芸
場

が
あ
り
ま
す
。
西
仲
通
り
交
番
の
裏
手

あ
た
り
、
「
月
島
演
芸
場
」
隣
は
月
島

映
画
劇
場
で
す
。
も
う
１
軒
は
佃
小
橋

の
そ
ば
に
「
住
吉
演
芸
場
」
で
す
。

佃
・
月
島
の
昭
和
時
代

西
仲
通
り
に
は
、
毎
晩
夜
店
が
出
店

し
、
下
町
ら
し
い
商
店
街
が
続
き
、
銭

湯
が
丁
目
ご
と
に
あ
っ
た
時
代
で
す
。

長
屋
に
は
「
内
風
呂
」
は
な
く
、
家
族

大
勢
で
銭
湯
に
通
う
の
が
日
課
で
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
は
一
軒
も
見
当
た
ら
ず
、

佃
島
の
石
川
島
造
船
所
と
下
請
け
工
場

で
働
く
労
働
者
た
ち
が
長
屋
で
生
き
生

き
と
暮
ら
し
て
い
た
町
で
す
。

そ
の
頃
の
娯
楽
と
い
え
ば
、
テ
レ

ビ
は
ま
だ
な
く
家
族
が
耳
を
澄
ま
せ

て
聞
い
て
い
た
ラ
ジ
オ
と
、
三
本
立

て
の
映
画
館
、
そ
し
て
演
芸
場
で
あ
っ

た
よ
う
で
す
。
ま
さ
に
「
い
だ
て
ん
」

や
「
三
丁
目
の
夕
日
」
の
昭
和
時
代

だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
住
吉
演
芸
場
」
の
こ
と

今
回
の
「
復
活

佃
月
島
演
芸
館
」

の
田
辺
い
ち
か
さ
ん
創
作
講
談
の
種

本
と
な
っ
た
「
佃
寅
」
の
石
井
き
ん

ざ
さ
ん
の
著
書
「
そ
の
昔
佃
島
漁
師

夜
話
」
に
こ
ん
な
記
述
が
あ
り
ま
し

た
。

″
戦
後
だ
が
佃
島
に
住
吉
演
芸
場
と

言
う
小
屋
が
あ
っ
た
。
最
初
は
落
語
、

そ
の
他
色
物
で
興
行
を
し
い
た
。
初

代
柳
家
三
亀
松
も
経
営
者
の
小
沢
扇

太
郎
と
は
古
い
馴
染
み
で
よ
く
出
演

し
て
い
た
”
（
原
文
と
お
り
）

郷
土
史
研
究
の
増
山
さ
ん
の
著
書

「
佃
島
物
語
」
で
は
こ
ん
な
記
載
も
。

″
昭
和
21
年
住
吉
亭
が
佃
一
の
十
の

五
に
誕
生
、
寄
席
ば
か
り
で
は
な
く
、

田
舎
芝
居
の
ド
サ
廻
り
一
座
が
巡
業

に
来
て
、
町
の
お
か
み
さ
ん
達
の
ア

イ
ド
ル
に
な
り
、
座
に
よ
っ
て
は
結

構
今
で
云
う
追
っ
か
け
お
ば
さ
ん
が

発
生
し
て
い
た
。
贔
屓
の
座
が
く
る

と
、
自
分
用
の
座
布
団
を
持
っ
て
出

か
け
お
ひ
ね
り
を
投
げ
る
。
町
に
は

未
亡
人
が
入
れ
揚
げ
て

中
略

住

吉
亭
の
支
配
人
は
小
林
仙
太
郎
と
云

う
旅
興
行
く
ず
れ
の
小
太
り
な
好
々

爺
と
藤
間
紫
ば
り
の
奥
様
夫
婦
。
女

剣
劇
浅
香
光
代
は
ま
だ
16
～
17
歳
の

き
と
暮
ら
し
て
い
た
町
で
す
。

そ
の
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の
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と
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え
ば
、
テ
レ
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が
耳
を
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、
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を
し
い
た
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亀
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者
の
小
沢
扇

太
郎
と
は
古
い
馴
染
み
で
よ
く
出
演

し
て
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た
”
（
原
文
と
お
り
）

郷
土
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研
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の
増
山
さ
ん
の
著
書

「
佃
島
物
語
」
で
は
こ
ん
な
記
載
も
。

″
昭
和
21
年
住
吉
亭
が
佃
一
の
十
の

五
に
誕
生
、
寄
席
ば
か
り
で
は
な
く
、

田
舎
芝
居
の
ド
サ
廻
り
一
座
が
巡
業

に
来
て
、
町
の
お
か
み
さ
ん
達
の
ア

イ
ド
ル
に
な
り
、
座
に
よ
っ
て
は
結

構
今
で
云
う
追
っ
か
け
お
ば
さ
ん
が

発
生
し
て
い
た
。
贔
屓
の
座
が
く
る

と
、
自
分
用
の
座
布
団
を
持
っ
て
出

か
け
お
ひ
ね
り
を
投
げ
る
。
町
に
は

未
亡
人
が
入
れ
揚
げ
て

中
略

住

吉
亭
の
支
配
人
は
小
林
仙
太
郎
と
云

う
旅
興
行
く
ず
れ
の
小
太
り
な
好
々

爺
と
藤
間
紫
ば
り
の
奥
様
夫
婦
。
女

剣
劇
浅
香
光
代
は
ま
だ
16
～
17
歳
の

座
長
で
、
町
中
を
太
鼓
を
叩
き
、
本
日

の
口
上
を
云
い
歩
く
”

ち
ょ
っ
と
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
な
昭
和

の
風
景
で
す
。
両
誌
に
よ
る
経
営
者
の

名
前
は
違
い
ま
す
が
、
同
一
人
と
思
わ

れ
ま
す
。
月
島
図
書
館
の
蔵
書
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
他
演
芸
館
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
も
興
味
深
い
も
の
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
お
読
み
く
だ
さ
い
。

「
月
島
演
芸
場
」
知
っ
て
い
ま
す

前
回
の
公
演
で
お
知
り
合
い
に
な
っ

た
月
島
三
丁
目
の
渡
辺
さ
ん
は
月
島
演

芸
場
の
縁
者
の
方
で
し
た
。

「
い
つ
も
佃
月
島
新
聞
を
拝
見
し
て
い

ま
す
。
私
は
40
数
年
前
、
月
島
に
引
っ

越
し
た
も
の
で
す
が
、
実
は
、
私
の
祖

父
母
は
月
島
で
演
芸
場
や
建
具
屋
を
営

み
、
亡
母
は
そ
の
演
芸
場
の
手
伝
い
、

舞
台
脇
に
あ
る
題
目
？
（
め
く
り
の
こ

と
で
し
ょ
う
か
）
書
き
を
さ
せ
ら
れ
た

と
い
い
ま
す
。
亡
き
母
（
６
年
前
に
百

歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
）
は
確
か
に
筆

文
字
は
上
手
か
っ
た
。
又
、
芝
居
も
あ

り
、
芸
人
は
商
店
街
を
練
り
歩
き
宣
伝
。

芝
居
後
は
客
席
に
旅
芸
人
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雑
魚
寝
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ひ
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込
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す
。
そ
の
他
演
芸
館
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
も
興
味
深
い
も
の
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
お
読
み
く
だ
さ
い
。

「
月
島
演
芸
場
」
知
っ
て
い
ま
す

前
回
の
公
演
で
お
知
り
合
い
に
な
っ

た
月
島
三
丁
目
の
渡
辺
さ
ん
は
月
島
演

芸
場
の
縁
者
の
方
で
し
た
。

「
い
つ
も
佃
月
島
新
聞
を
拝
見
し
て
い

ま
す
。
私
は
40
数
年
前
、
月
島
に
引
っ

越
し
た
も
の
で
す
が
、
実
は
、
私
の
祖

父
母
は
月
島
で
演
芸
場
や
建
具
屋
を
営

み
、
亡
母
は
そ
の
演
芸
場
の
手
伝
い
、

舞
台
脇
に
あ
る
題
目
？
（
め
く
り
の
こ

と
で
し
ょ
う
か
）
書
き
を
さ
せ
ら
れ
た

と
い
い
ま
す
。
亡
き
母
（
６
年
前
に
百

歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
）
は
確
か
に
筆

文
字
は
上
手
か
っ
た
。
又
、
芝
居
も
あ

り
、
芸
人
は
商
店
街
を
練
り
歩
き
宣
伝
。

芝
居
後
は
客
席
に
旅
芸
人
は
雑
魚
寝
。

そ
こ
へ
ひ
い
き
の
客
も
流
れ
込
ん
だ
と

い
い
ま
す
」

開
催
日
時

９
月
23
日
金
曜
祝
日

24
日
土
曜

13
時
～
16
時

場
所

ア
ー
ト
は
る

み
美
術
工
芸
室

対
象

10
歳
以
上

の
方

親
子
で
の
参
加
も
可

受
講

料
材
料
費
３
５
０
０
円

（
お
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
）
月
島

社
会
教
育
会
館
・
電0
3
-3
5
3
1
-6

367
fax03-3531-6369

氏
名
・
親
子
参
加
の
可
否
・
年
齢
・

ご
住
所
・

連

絡

先

（
電
話
番

号
）
を
お

申
込
の
際

お
教
え
く

だ
さ
い
。

開
催
日
時

９
月
23
日
金
曜
祝
日

24
日
土
曜

13
時
～
16
時

場
所

ア
ー
ト
は
る

み
美
術
工
芸
室

対
象

10
歳
以
上

の
方

親
子
で
の
参
加
も
可

受
講

料
材
料
費
３
５
０
０
円

（
お
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
）
月
島

社
会
教
育
会
館
・
電0
3
-3
5
3
1
-6

367
fax03-3531-6369

氏
名
・
親
子
参
加
の
可
否
・
年
齢
・

ご
住
所
・

連

絡

先

（
電
話
番

号
）
を
お

申
込
の
際

お
教
え
く

だ
さ
い
。

や
接
種
対
象
、
接
種
回
数
、
費
用

な
ど
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。
２
０

１
６
年
に
認
可
さ
れ
た
も
の
は
感

染
性
の
あ
る
生
き
た
ワ
ク
チ
ン
を

弱
ら
せ
、
そ
れ
を
接
種
す
る
こ
と

で
免
疫
を
獲
得
し
ま
す
。
１
回
接

種
で
有
効
性
50
%
、
費
用
は
８
千

円
円
程
度
、
生
ワ
ク
チ
ン
の
た
め

免
疫
力
の
低
下
し
て
い
る
人
に
は

接
種
で
き
ま
せ
ん
。

２
０
２
０
年
に
認
可
さ
れ
た
も

の
は
感
染
性
を
も
た
な
い
た
め
、

免
疫
力
の
低
下
し
た
人
に
も
使
え

ま
す
。
接
種
回
数
は
２
回
で
有
効

性
は
90
%
以
上
、
費
用
は
４
～
５

万
円
程
度
で
す
。
有
効
性
の
高
さ

か
ら
今
後
、
後
者
の
ワ
ク
チ
ン
が

主
流
に
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

フ
レ
ン
ド
薬
局

月
島
１-

11-

９

03-5548-5548

や
接
種
対
象
、
接
種
回
数
、
費
用

な
ど
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。
２
０

１
６
年
に
認
可
さ
れ
た
も
の
は
感

染
性
の
あ
る
生
き
た
ワ
ク
チ
ン
を

弱
ら
せ
、
そ
れ
を
接
種
す
る
こ
と

で
免
疫
を
獲
得
し
ま
す
。
１
回
接

種
で
有
効
性
50
%
、
費
用
は
８
千

円
円
程
度
、
生
ワ
ク
チ
ン
の
た
め

免
疫
力
の
低
下
し
て
い
る
人
に
は

接
種
で
き
ま
せ
ん
。

２
０
２
０
年
に
認
可
さ
れ
た
も

の
は
感
染
性
を
も
た
な
い
た
め
、

免
疫
力
の
低
下
し
た
人
に
も
使
え

ま
す
。
接
種
回
数
は
２
回
で
有
効

性
は
90
%
以
上
、
費
用
は
４
～
５

万
円
程
度
で
す
。
有
効
性
の
高
さ

か
ら
今
後
、
後
者
の
ワ
ク
チ
ン
が

主
流
に
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

フ
レ
ン
ド
薬
局

月
島
１-

11-

９

03-5548-5548
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マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ

基
礎
講
座

覆
面
調
査
？

覆
面
調
査
と
は
、
飲
食
店
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
改
善
の
た
め
、
調
査
員

が
一
般
の
お
客
さ
ん
の
ふ
り
を
し

て
店
に
行
き
（
実
際
に
覆
面
を
被

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
笑
）、
店

舗
や
サ
ー
ビ
ス
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

リ
サ
ー
チ
の
こ
と
で
、
ミ
ス
テ
リ
ー

シ
ョ
ッ
パ
ー
と
も
い
い
ま
す
。

清
掃
状
況
や
ス
タ
ッ
フ
の
接
客

態
度
、
提
供
さ
れ
た
商
品
の
品
質

な
ど
、
言
葉
は
悪
い
で
す
が
抜
き

打
ち
テ
ス
ト
み
た
い
な
も
の
で
す
。

あ
な
た
が
ど
こ
か
の
お
店
に
行
っ

た
時
、
隣
に
鋭
い
目
つ
き
で
あ
た

「
勝
ど
き
通
信
」
も
ス
タ
ー
ト

佃
月
島
新
聞
が
最
近
投
函
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
っ
て

い
る
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
う
な
ん
で
す
。

勝
ど
き
・
晴
海
・
新
川
に
配
布

を
拡
大
し
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
初
め
て
購
読
し
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
わ
け
で
す
。

そ
こ
で
新
川
で
は
読
者
記
者

で
新
川
に
お
住
ま
い
の
城
間
さ

ん
の
「
新
川
通
信
」
の
コ
ラ
ム

を
隔
月
で
連
載
い
た
し
ま
す
。

第
一
回
目
は
「
越
前
堀
薬
局
」

さ
ん
の
レ
ポ
ー
ト
で
し
た
。

勝
ど
き
で
は
中

央
区
で
「
地
縁-

中

央
」
の
活
動
を
主

宰
さ
れ
て
い
る

「
江
口
さ
ん
」
に
お

願
い
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

先
日
江
口
さ
ん

を
持
っ
て
い
ま
す
。
ク
リ
ー
ム

系
、
オ
レ
ン
ジ
系
、
ピ
ン
ク
系

が
あ
り
、
小
さ
な
４
弁
の
筒
状

花
が
１
茎
に
集
ま
っ
て
咲
く
散

集
花
序
で
、
外
側
か
ら
咲
き
始

め
、
咲
き
進
む
と
徐
々
に
色
が

濃
く
変
わ
る
こ
と
か
ら
、
七
変

化
の
和
名
が
あ
り
ま
す
。

撮
影
も
菅
野
さ
ん
で
す
が
、

う
ま
く
撮
れ
て
い
ま
す
ね
。
背

景
も
う
ま
く
ぼ
か
し
て
。
カ
メ

ラ
で
す
か
？
ス
マ
ホ
で
す
か
？
。

と
打
合
せ
を
し
ま
し
た
。
新
し

く
転
居
し
た
新
住
民
の
方
に

「
勝
ど
き
の
歴
史
」
を
知
っ
て

い
た
だ
く
取
り
組
み
は
ど
う
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。
江
口
さ
ん

の
繋
が
り
で
、
長
く
佃
月
島
勝

ど
き
の
写
真
を
撮
影
し
て
き
た

勝
ど
き
二
丁
目
の
黒
澤
さ
ん
を

ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
黒

澤
さ
ん
の
写
真
と
お
話
を
中
心

に
江
口
さ
ん
に
コ
ラ
ム
を
執
筆

い
た
だ
き
ま
す
。

以
前
つ
く
つ
き
新
聞
で
「
勝

ど
き
は
月
島
だ
っ
た
！
」
と
い

う
特
集
を
掲
載

し
ま
し
た
。
勝

ど
き
交
差
点
、

サ
ン
ス
ク
エ
ア

の
場
所
は
月
島

八
丁
目
だ
っ
た

の
で
す
。
Ｈ
Ｐ

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

創
刊
４
号
よ
り

司
法
書
士
の
相
続
コ
ラ
ム
④

「
家
族
信
託
」
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
？
老
後
の
認

知
症
対
策
で
、
遺
言
で
は
で
き

な
い
こ
と
を
実
現
で
き
る
新
し

い
制
度
で
す
。
認
知
症
が
進
行

し
て
い
る
人
は
、
銀
行
で
大
き

な
金
額
を
お
ろ
し
た
り
、
定
期

預
金
の
解
約
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
不
動
産
を
売
る
こ
と
も

で
き
な
く

な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

家
族
信

託
と
は
、
認
知
症
が
進
む
前
に

大
切
な
財
産
を
ご
家
族
に
託
し

て
、
認
知
症
が
進
ん
だ
あ
と
で

も
、
家
族
が
財
産
を
動
か
せ
る

よ
う
に
す
る
仕
組
み
で
す
。

住
吉
神
社
・
佃
堀
の

野
鳥
た
ち
55
「
カ
ワ
セ
ミ
」

う
れ
し
い
こ
と
に
佃
堀
や
石

川
島
公
園
で
も
よ
く
観
察
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
カ
ワ
セ

ミ
。
子
育
て
が
終
わ
っ
た
秋
頃

か
ら
出
会
え
る
機
会
が
増
え
る

と
予
想
し
て
い
ま
す
。
佃
堀
で

は
、
ク
イ
や
船
な
ど
に
と
ま
っ

て
小
魚
の
行
動
を
観
察
。
チ
ャ

ン
ス
と
見
る
や
、
飛
び
込
ん
で

魚
を
と
ら
え
ま
す
。

下
の
ク
チ
バ
シ
が
オ
レ
ン
ジ

色
な
ら
メ
ス
で
、
上
下
と
も
黒

い
の
が
オ
ス
で
す
（
下
の
写
真

は
メ
ス
）
。

こ
の
連
載
人
気
コ
ラ
ム
は
地

域
の
野
鳥
愛
好
家
、
佃
二
丁
目

藤
田
さ
ん
の
執
筆
で
す
。

藤
田
さ
ん
制
作
野
鳥
図
鑑
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
希
望
の
方
に

お
届
け
し
ま
す
。
編
集
部
ま
で
。

家
族
信
託
を
す
る
方
は
、

「
ゆ
く
ゆ
く
は
子
ど
も
に
お
金

の
管
理
を
う
ま
く
や
っ
て
ほ
し

い
、
お
金
の
こ
と
で
負
担
は
か

け
た
く
な
い
」
と
い
う
方
が
多

い
で
す
。
ま
さ
に
「
家
族
を
信

じ
て
託
す
」
で
す
ね
。
と
は
い

え
、
「
ま
だ
ま
だ
自
分
は
元
気

だ
！
」
と
い
う
方
に
は
必
要
は

な
く
、
「
最
近
物
忘
れ
が
多
い
・
・
・
」

位
の
方
が
す
る
こ
と
が
多
い
で

す
ね
。

司
法
書
士

甲
斐
麻
莉
子

０
３-

５
５
３
３-

８
５
０
９

丸
の
内
相
続
相
談
セ

ン
タ
ー

女
性
司
法

書
士
が
フ
ル
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

(kai-shihosyoshi.com
)

も
う
パ
ー
マ
は
や
め
ま
せ
ん
か

60
代
女
性
の
髪
が
抜
け
る
原
因

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
美
容
室

新
富
町
「to

suit

」
吉
田
さ
ん

「
髪
が
薄
く
な
っ
た
」「
最
近

ボ
リ
ュ
ー
ム
が
で
な
い
」
な
ど

加
齢
と
と
も
に
悩
み
が
増
え
ま

す
よ
ね
。

そ
こ
で
今
回
は
毛

髪
診
断
の
資
格
を
持
つ
吉
田
さ

ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

「
自
宅
で
正
し
い
頭
皮
ケ
ア

を
行
え
ば
抜
け
毛
が
止
ま
り
髪

は
増
え
ま
す
」
と
吉
田
さ
ん
。

「
年
齢
に
よ
る
髪
の
悩
み
の
解

決
は
頭
皮
の
皮
脂
を
毎
日
ケ
ア

好
美
の
幕
末
中
央
区


東
京
青
年
会
議
所
（
JC
）
ボ
イ
ス
ト

レ
ー
ナ
ー
・
祖
父
江
好
美
さ
ん

明
治
44
年
（
１
９
１
１
）
に
完

成
し
た
日
本
橋
。
親
柱
に
あ
る

「
日
本
橋
」
は
江
戸
幕
府
最
後
の

将
軍
、
第
15
代
徳
川
慶
喜
に
よ
っ

て
書
か
れ
ま
し
た
。

高
速
道
路
壁
面
の
日
本
橋
の
文

字
も
慶
喜
の
文
字
。
日
本
橋
を
架

け
た
徳
川
家
康
の
子
孫
だ
と
い
う

こ
と
で
、
日
本
橋
の
意
匠
設
計
を

し
た
旧
幕
臣
の
妻
木
頼
黄
が
慶
喜

に
「
日
本
橋
」
の
文
字
の
依
頼
。

時
の
東
京
市
長
の
尾
崎
行
雄
が
、

「
江
戸
か
ら
東
京
へ
戦
火
を
交
え

ず
無
血
開
城
で
き
た
の
は
ひ
と
え

に
屈
辱
に
耐
え
、
負
け
を
認
め
て

恭
順
姿
勢
を
貫
い
た
慶
喜
公
の
お

か
げ
で
あ
る
。
い
わ
ば
東
京
の
一

番
の
恩
人
に
こ
そ
揮
毫
願
う
べ
き

で
あ
る
」
と
の
思
い
か
ら
、
慶
喜

公
の
字
が
残
り
ま
し
た
。

最
後
の
将
軍
慶
喜
。
彼
の
足
跡

は
こ
こ
に
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。

中
小
規
模
の
マ
ン
シ
ョ
ン

オ
ー
ナ
ー
の
皆
様
へ

建
物
の
施
設
周
り
の
清
掃
、

機
器
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
改
装
・

内
装
工
事
な
ど
、
な
ん
で
も
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
月
島
三
丁
目

で
も
実
績
あ
り
。

個
人
宅
で
の
住
ま
い
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
も
承
っ
て
い
ま
す
。

室
内
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
床
カ
ー

ペ
ッ
ト
・
エ
ア
コ
ン
内
部
の
洗

浄
、
エ
ア
コ
ン
フ
ィ
ル
タ
ー
・

ぶ
ら
り
親
子
公
園
散
歩
④

（
子
ど
も
と
行
く
佃
月
島
の
公
園
）

読
者
記
者

金
田
さ
ん

月
島
駅
前
児
童
遊
園

駅
を
出
て
清
澄
通
り
沿
い
を
行

き
、
月
島
を
代
表
す
る
タ
ワ
マ
ン

で
あ
る
ム
ー
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
タ
ワ
ー

を
左
手
に
見
上
げ
な
が
ら
、
区
民

館
の
方
へ
と
向
か
う
と
そ
の
裏
手

に
子
ど
も
た
ち
の
賑
や
か
な
声
が

い
つ
も
聞
こ
え
る
、
こ
こ
が
月
島

駅
前
児
童
遊
園
で
す
。

季
節
に
よ
っ
て
は
、
ほ
ぼ
毎
日

と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
子
ど
も
が
通

い
詰
め
た
い
と
強
く
主
張
す
る
公

園
で
す
。
遊
具
は
ゾ
ウ
さ
ん
滑
り

台
と
ブ
ラ
ン
コ
、
あ
と
乗
り
物
を

模
し
た
ス
プ
リ
ン
グ
遊
具
く
ら
い

で
あ
と
は
開
け
た
空
き
地
で
す
。

街
角
植
物
観
察
日
記
60

佃
二
丁
目

菅
野
さ
ん

『
ラ
ン
タ
ナ
』

９
月
、
今
年
は
菌
に
よ
る
植
物
の

病
気(

ベ
ト
病
・
煤
病
・
錆
び
病
等)

が
例
年
に
見
な
い
程
大
発
生
し
て
い

ま
す
。
殺
菌
薬
剤
も
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
効
果
が
出
る
よ
り
、
菌
の

広
が
り
が
早
く
、
対
策
と
し
て
は
ハ

ン
ド
ス
プ
レ
ー
で
、
水
洗
浄
が
効
果

的
で
す
。
バ
ル
コ
ニ
ー
に
、
水
栓
が

有
れ
ば
、
シ
ャ
ワ
ー
の
方
が
早
い
の

で
す
が
・
・
、
そ
れ
で
も
１
週
間
で
、

ま
た
発
生
し
始
め
る
の
で
、
休
日
は

葉
洗
浄
に
追
わ
れ
る
日
々
で
す
。

そ
ん
な
中
で
も
、
不
思
議
と
ラ
ン

タ
ナ
は
元
気
で
、
綺
麗
な
花
を
沢
山

咲
か
せ
て
い
ま
す
。
ク
マ
ツ
ヅ
ラ
科

の
常
緑
小
低
木
で
、
原
産
が
中
南
米

な
の
で
、
暑
さ
に
は
大
変
強
い
性
質

り
を
見
回
し
て
い
る
人
が
い

た
ら
、
覆
面
調
査
員
か
も
し

れ
ま
せ
ん
よ
。

ジ
ャ
ス
ト
リ
サ
ー
チ
サ
ー

ビ
ス
㈱
で
は
リ
サ
ー
チ
ャ
ー

（
正
社
員
）
募
集
中
で
す
。

未
経
験
者
歓
迎

just-res
earch.co.jp中

央
区
新
川
２-

20-

７T
O
K
O
H

ビ
ル
６
Ｆ
電
話

０
３-

３
５
５
３-

３
７
３
７

こ
の
よ
う
な
企
業
Ｐ
Ｒ
広

告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か
。
お

問
合
せ
は
編
集
部
ま
で
。

佃
三
丁
目
グ
ロ
ー
バ
ル
ケ
ア

《
創
立
２
０
周
年
地
域
感
謝
祭

の
ご
案
内
》

来
る
２
０
２
２
年
10
月
10
日
は
、

私
た
ち
グ
ロ
ー
バ
ル
ケ
ア
の
20

歳
の
誕
生
日
で
す
。
日
本
橋
蛎

殻
町
で
創
業
し
そ
の
翌
年
、
佃

に
移
転
し
て
現
在
に
至
り
ま
す
。

佃
に
移
転
し
た
当
時
は
今
で
も

そ
う
で
す
が
、
ま
っ
た
く
の
新

参
者
で
し
た
。
近
所
に
コ
ン
ビ

ニ
は
あ
っ
て
も
喜
ば
れ
ま
す
が
、

葬
儀
屋
で
す
か
ら
ね
・
・
笑

そ
れ
で
も
考
え
に
考
え
て
何

と
か
地
域
の
お
役
に
立
た
せ
て

い
た
だ
き
た
い
！
と
代
表
の
輿

石
が
始
め
た
掃
除
が
今
も
続
け

て
い
る
毎
朝
の
地
域
清
掃
で
す
。

「
掃
除
は
誰
で
も
今
す
ぐ
で

き
る
。
一
つ
拾
え
ば
一
つ
街
が

綺
麗
に
な
る
」
を

信
条
に
今
後
も
全

員
参
加
で
続
け
て

参
り
ま
す
。
10
月
、

地
域
に
感
謝
と
恩

返
し
を
テ
ー
マ
と

し
た
感
謝
祭
を
僭

越
で
す
が
開
催
予

定
で
す
。
詳
し
く

は
グ
ロ
ー
バ
ル
ケ

ア
お
葬
式
相
談
ル
ー

ム
店
長
の
古
田
迄

お
声
が
け
く
だ
さ

い
。

＊
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
状
況
に
よ
り
予

告
無
く
中
止
と
さ

せ
て
い
た
だ
く
場

合
も
ご
ざ
い
ま
す
。

感
謝

す
る
事
で
す
」
と
い
う
。
こ
れ

か
ら
生
え
る
髪
に
着
目
し
、
正

し
い
ケ
ア
を
行
う
事
で
「
髪
の

ボ
リ
ュ
ー
ム
や
ツ
ヤ
を
叶
え
る

事
が
で
き
ま
す
」
と
続
け
る
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
サ
ロ
ン

to
su
it

は
、
人
生
１
０
０
年

時
代
の
ヘ
ア
ケ
ア
法
を
正
し
く

お
伝
え
し
お
客
様
と
寄
り
添
い
、

共
に
歩
ん
で
行
け
る
ヘ
ア
サ
ロ

ン
で
す
。

抜
け
毛
、
薄
毛
で
お
悩
み
の

方
は
ま
ず
は
頭
皮
診
断
の
体
験

会
に
お
越
し
下
さ
い
。
つ
く
つ

き
新
聞
を
ご
覧
の
方
は
特
別
ご

招
待
致
し
ま
す
。
（
人
数
限
定
）

中
央
区
新
富
１-

10-
11
エ
タ
ー
ナ

ル
新
富
２
Ｆ03-6262-8762

こ
ち
ら
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

わ
か
り
や
す
い

「
髪
育
の
ご
紹

介
動
画
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

編
集
長
の
初
め
て
の
メ
ル
カ
リ

個
人
の
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
や
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ョ
ッ
プ
に
足
を
運
ん

だ
方
は
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
ス
マ
ホ
や
パ
ソ

コ
ン
で
在
宅
の
ま
ま
、

参
加
で
き
る
「
フ
リ
マ

ア
プ
リ
」
な
の
で
す
。
断
捨
離

を
進
め
た
い
編
集
長
が
挑
戦
し

て
み
ま
し
た
。
せ
っ
か
ち
で
ま

ず
は
や
っ
て
み
る
編
集
長
で
す

が
今
回
は
慎
重
に
お
勉
強
し
て

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

ま
ず
は
検
索
で
「
メ
ル
カ
リ
」

Ｈ
Ｐ
か
ら
紹
介
動
画

を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

無
料
の
メ
ル
カ
リ
講

座
が
オ
ン
ラ
イ
ン
と
シ
ョ
ッ
プ

で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
る

ほ
ど
安
心
安
全
で
簡
単
に
売
り

買
い
が
楽
し
め
ま
す
ね
。
早
く

会
員
登
録
し
て
進
め
た
い
の
で

す
が
、
ま
ず
は
オ
ン
ラ
イ
ン
講

座
に
申
込
み
ま
し
た
。Y

ouT
u

be

で
30
分
視
聴
の
「
カ
ン
タ
ン

時
短
出
品
編
」

次
回
へ
続
く

換
気
扇
キ
ッ
チ
ン
・
排
水
管
・

窓
ガ
ラ
ス
・
照
明
器
具
・
外
壁

の
清
掃
、
植
栽
、
除
草
作
業
、

網
戸
張
替
な
ど

ち
ょ
っ
と
自
分
で
は
手
に
負

え
な
い
、
男
手
が
足
ら
な
い
と

き
な
ど
お
気
軽
に
お
見
積
り
を

ご
用
命
、
相
談
く
だ
さ
い
。

㈱
東
京
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
管
理

中
央
区
日
本
橋
蛎
殻
町

03-3665-0949

つ
く
つ
き
家
族
72
回
満
６
年

タ
イ
ト
ル
に
「
て
ん
」
が

隠
れ
て
い
ま
す
。

７
年
前
セ
ミ
ナ
ー
で
隣
席
の
本
園
さ

ん
、
メ
モ
を
絵
で
書
い
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
グ
ラ
レ
コ

で
し
た
。
天
空
新
聞
「
て
ん
く
う
家
族
」
が
始
ま
り
で
し
た
。

両
サ
イ
ド
に
ネ
ッ
ト
が
貼
っ
て

あ
る
の
と
地
面
が
ク
ッ
シ
ョ
ン
材

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
た
め
安
心

感
は
少
し
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
何
が
そ
ん
な

に
子
ど
も
た
ち
を
惹
き
つ
け
る
の

か
、
い
ま
い
ち
。
な
ん
と
な
く
友

達
が
い
る
こ
と
を
期
待
さ
せ
る
雰

囲
気
が
醸
し
出
さ
れ
て
る
の
か
。

答
え
を
知
っ
て
い
そ
う
な
の
は

ト
ー
テ
ム
ポ
ー

ル
を
解
体
し
た

よ
う
な
カ
ラ
フ

ル
な
猿
と
ウ
サ

ギ
の
イ
ス
の
み

で
し
ょ
う
か
。

編
集
長
も
人

気
の
秘
密
が
わ

か
り
ま
せ
ん
。

２
０
２
２
年
「
子
ど
も
と

た
め
す
環
境
ま
つ
り
」

中
央
区
内
の
小
学
校
を
会

場
に
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
誰
で
も
楽
し
み
な
が
ら
、

環
境
に
つ
い
て
体
験
学
習
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

環
境
に
関
す
る
ク
イ
ズ
や

実
験
、
工
作
等
々
、
ワ
ク
ワ

ク
・
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
学

べ
る
ブ
ー
ス
が
た
く
さ
ん
出

展
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
お
越
し

く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
10
月
１
日(

土)

10
時
～
15
時

雨
天
実
施

【
場
所
】
中
央
区
立
佃
島

小
学
校
（
中
央
区
佃
２-

３-

１
）

【
参
加
費
】
無
料

※
マ
ス
ク
着
用
、
上
履
き

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
主
催
・
問
合
せ
】
中
央

区
環
境
保
全

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
務

in
f

o.ckhnet@
gm
ail.com

上
記
画
像
は
２
０
１
９
年

明
正
小
学
校
で
開
催
さ
れ

た
画
像
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍

はW
E
B

版
で
の
開
催
で
し

た
。
久
し
ぶ
り
の
リ
ア
ル

開
催
は
、
12
年
ぶ
り
の
佃

島
小
で
行
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
お
楽
し
み
に
。
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マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ

基
礎
講
座

覆
面
調
査
？

覆
面
調
査
と
は
、
飲
食
店
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
改
善
の
た
め
、
調
査
員

が
一
般
の
お
客
さ
ん
の
ふ
り
を
し

て
店
に
行
き
（
実
際
に
覆
面
を
被

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
笑
）、
店

舗
や
サ
ー
ビ
ス
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

リ
サ
ー
チ
の
こ
と
で
、
ミ
ス
テ
リ
ー

シ
ョ
ッ
パ
ー
と
も
い
い
ま
す
。

清
掃
状
況
や
ス
タ
ッ
フ
の
接
客

態
度
、
提
供
さ
れ
た
商
品
の
品
質

な
ど
、
言
葉
は
悪
い
で
す
が
抜
き

打
ち
テ
ス
ト
み
た
い
な
も
の
で
す
。

あ
な
た
が
ど
こ
か
の
お
店
に
行
っ

た
時
、
隣
に
鋭
い
目
つ
き
で
あ
た

「
勝
ど
き
通
信
」
も
ス
タ
ー
ト

佃
月
島
新
聞
が
最
近
投
函
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
っ
て

い
る
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
う
な
ん
で
す
。

勝
ど
き
・
晴
海
・
新
川
に
配
布

を
拡
大
し
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
初
め
て
購
読
し
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
わ
け
で
す
。

そ
こ
で
新
川
で
は
読
者
記
者

で
新
川
に
お
住
ま
い
の
城
間
さ

ん
の
「
新
川
通
信
」
の
コ
ラ
ム

を
隔
月
で
連
載
い
た
し
ま
す
。

第
一
回
目
は
「
越
前
堀
薬
局
」

さ
ん
の
レ
ポ
ー
ト
で
し
た
。

勝
ど
き
で
は
中

央
区
で
「
地
縁-

中

央
」
の
活
動
を
主

宰
さ
れ
て
い
る

「
江
口
さ
ん
」
に
お

願
い
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

先
日
江
口
さ
ん

を
持
っ
て
い
ま
す
。
ク
リ
ー
ム

系
、
オ
レ
ン
ジ
系
、
ピ
ン
ク
系

が
あ
り
、
小
さ
な
４
弁
の
筒
状

花
が
１
茎
に
集
ま
っ
て
咲
く
散

集
花
序
で
、
外
側
か
ら
咲
き
始

め
、
咲
き
進
む
と
徐
々
に
色
が

濃
く
変
わ
る
こ
と
か
ら
、
七
変

化
の
和
名
が
あ
り
ま
す
。

撮
影
も
菅
野
さ
ん
で
す
が
、

う
ま
く
撮
れ
て
い
ま
す
ね
。
背

景
も
う
ま
く
ぼ
か
し
て
。
カ
メ

ラ
で
す
か
？
ス
マ
ホ
で
す
か
？
。

と
打
合
せ
を
し
ま
し
た
。
新
し

く
転
居
し
た
新
住
民
の
方
に

「
勝
ど
き
の
歴
史
」
を
知
っ
て

い
た
だ
く
取
り
組
み
は
ど
う
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。
江
口
さ
ん

の
繋
が
り
で
、
長
く
佃
月
島
勝

ど
き
の
写
真
を
撮
影
し
て
き
た

勝
ど
き
二
丁
目
の
黒
澤
さ
ん
を

ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
黒

澤
さ
ん
の
写
真
と
お
話
を
中
心

に
江
口
さ
ん
に
コ
ラ
ム
を
執
筆

い
た
だ
き
ま
す
。

以
前
つ
く
つ
き
新
聞
で
「
勝

ど
き
は
月
島
だ
っ
た
！
」
と
い

う
特
集
を
掲
載

し
ま
し
た
。
勝

ど
き
交
差
点
、

サ
ン
ス
ク
エ
ア

の
場
所
は
月
島

八
丁
目
だ
っ
た

の
で
す
。
Ｈ
Ｐ

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

創
刊
４
号
よ
り

司
法
書
士
の
相
続
コ
ラ
ム
④

「
家
族
信
託
」
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
？
老
後
の
認

知
症
対
策
で
、
遺
言
で
は
で
き

な
い
こ
と
を
実
現
で
き
る
新
し

い
制
度
で
す
。
認
知
症
が
進
行

し
て
い
る
人
は
、
銀
行
で
大
き

な
金
額
を
お
ろ
し
た
り
、
定
期

預
金
の
解
約
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
不
動
産
を
売
る
こ
と
も

で
き
な
く

な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

家
族
信

託
と
は
、
認
知
症
が
進
む
前
に

大
切
な
財
産
を
ご
家
族
に
託
し

て
、
認
知
症
が
進
ん
だ
あ
と
で

も
、
家
族
が
財
産
を
動
か
せ
る

よ
う
に
す
る
仕
組
み
で
す
。

住
吉
神
社
・
佃
堀
の

野
鳥
た
ち
55
「
カ
ワ
セ
ミ
」

う
れ
し
い
こ
と
に
佃
堀
や
石

川
島
公
園
で
も
よ
く
観
察
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
カ
ワ
セ

ミ
。
子
育
て
が
終
わ
っ
た
秋
頃

か
ら
出
会
え
る
機
会
が
増
え
る

と
予
想
し
て
い
ま
す
。
佃
堀
で

は
、
ク
イ
や
船
な
ど
に
と
ま
っ

て
小
魚
の
行
動
を
観
察
。
チ
ャ

ン
ス
と
見
る
や
、
飛
び
込
ん
で

魚
を
と
ら
え
ま
す
。

下
の
ク
チ
バ
シ
が
オ
レ
ン
ジ

色
な
ら
メ
ス
で
、
上
下
と
も
黒

い
の
が
オ
ス
で
す
（
下
の
写
真

は
メ
ス
）
。

こ
の
連
載
人
気
コ
ラ
ム
は
地

域
の
野
鳥
愛
好
家
、
佃
二
丁
目

藤
田
さ
ん
の
執
筆
で
す
。

藤
田
さ
ん
制
作
野
鳥
図
鑑
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
希
望
の
方
に

お
届
け
し
ま
す
。
編
集
部
ま
で
。

家
族
信
託
を
す
る
方
は
、

「
ゆ
く
ゆ
く
は
子
ど
も
に
お
金

の
管
理
を
う
ま
く
や
っ
て
ほ
し

い
、
お
金
の
こ
と
で
負
担
は
か

け
た
く
な
い
」
と
い
う
方
が
多

い
で
す
。
ま
さ
に
「
家
族
を
信

じ
て
託
す
」
で
す
ね
。
と
は
い

え
、
「
ま
だ
ま
だ
自
分
は
元
気

だ
！
」
と
い
う
方
に
は
必
要
は

な
く
、
「
最
近
物
忘
れ
が
多
い
・
・
・
」

位
の
方
が
す
る
こ
と
が
多
い
で

す
ね
。

司
法
書
士

甲
斐
麻
莉
子

０
３-

５
５
３
３-

８
５
０
９

丸
の
内
相
続
相
談
セ

ン
タ
ー

女
性
司
法

書
士
が
フ
ル
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

(kai-shihosyoshi.com
)

も
う
パ
ー
マ
は
や
め
ま
せ
ん
か

60
代
女
性
の
髪
が
抜
け
る
原
因

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
美
容
室

新
富
町
「to

suit

」
吉
田
さ
ん

「
髪
が
薄
く
な
っ
た
」「
最
近

ボ
リ
ュ
ー
ム
が
で
な
い
」
な
ど

加
齢
と
と
も
に
悩
み
が
増
え
ま

す
よ
ね
。

そ
こ
で
今
回
は
毛

髪
診
断
の
資
格
を
持
つ
吉
田
さ

ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

「
自
宅
で
正
し
い
頭
皮
ケ
ア

を
行
え
ば
抜
け
毛
が
止
ま
り
髪

は
増
え
ま
す
」
と
吉
田
さ
ん
。

「
年
齢
に
よ
る
髪
の
悩
み
の
解

決
は
頭
皮
の
皮
脂
を
毎
日
ケ
ア

好
美
の
幕
末
中
央
区


東
京
青
年
会
議
所
（
JC
）
ボ
イ
ス
ト

レ
ー
ナ
ー
・
祖
父
江
好
美
さ
ん

明
治
44
年
（
１
９
１
１
）
に
完

成
し
た
日
本
橋
。
親
柱
に
あ
る

「
日
本
橋
」
は
江
戸
幕
府
最
後
の

将
軍
、
第
15
代
徳
川
慶
喜
に
よ
っ

て
書
か
れ
ま
し
た
。

高
速
道
路
壁
面
の
日
本
橋
の
文

字
も
慶
喜
の
文
字
。
日
本
橋
を
架

け
た
徳
川
家
康
の
子
孫
だ
と
い
う

こ
と
で
、
日
本
橋
の
意
匠
設
計
を

し
た
旧
幕
臣
の
妻
木
頼
黄
が
慶
喜

に
「
日
本
橋
」
の
文
字
の
依
頼
。

時
の
東
京
市
長
の
尾
崎
行
雄
が
、

「
江
戸
か
ら
東
京
へ
戦
火
を
交
え

ず
無
血
開
城
で
き
た
の
は
ひ
と
え

に
屈
辱
に
耐
え
、
負
け
を
認
め
て

恭
順
姿
勢
を
貫
い
た
慶
喜
公
の
お

か
げ
で
あ
る
。
い
わ
ば
東
京
の
一

番
の
恩
人
に
こ
そ
揮
毫
願
う
べ
き

で
あ
る
」
と
の
思
い
か
ら
、
慶
喜

公
の
字
が
残
り
ま
し
た
。

最
後
の
将
軍
慶
喜
。
彼
の
足
跡

は
こ
こ
に
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。

中
小
規
模
の
マ
ン
シ
ョ
ン

オ
ー
ナ
ー
の
皆
様
へ

建
物
の
施
設
周
り
の
清
掃
、

機
器
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
改
装
・

内
装
工
事
な
ど
、
な
ん
で
も
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
月
島
三
丁
目

で
も
実
績
あ
り
。

個
人
宅
で
の
住
ま
い
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
も
承
っ
て
い
ま
す
。

室
内
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
床
カ
ー

ペ
ッ
ト
・
エ
ア
コ
ン
内
部
の
洗

浄
、
エ
ア
コ
ン
フ
ィ
ル
タ
ー
・

ぶ
ら
り
親
子
公
園
散
歩
④

（
子
ど
も
と
行
く
佃
月
島
の
公
園
）

読
者
記
者

金
田
さ
ん

月
島
駅
前
児
童
遊
園

駅
を
出
て
清
澄
通
り
沿
い
を
行

き
、
月
島
を
代
表
す
る
タ
ワ
マ
ン

で
あ
る
ム
ー
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
タ
ワ
ー

を
左
手
に
見
上
げ
な
が
ら
、
区
民

館
の
方
へ
と
向
か
う
と
そ
の
裏
手

に
子
ど
も
た
ち
の
賑
や
か
な
声
が

い
つ
も
聞
こ
え
る
、
こ
こ
が
月
島

駅
前
児
童
遊
園
で
す
。

季
節
に
よ
っ
て
は
、
ほ
ぼ
毎
日

と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
子
ど
も
が
通

い
詰
め
た
い
と
強
く
主
張
す
る
公

園
で
す
。
遊
具
は
ゾ
ウ
さ
ん
滑
り

台
と
ブ
ラ
ン
コ
、
あ
と
乗
り
物
を

模
し
た
ス
プ
リ
ン
グ
遊
具
く
ら
い

で
あ
と
は
開
け
た
空
き
地
で
す
。

街
角
植
物
観
察
日
記
60

佃
二
丁
目

菅
野
さ
ん

『
ラ
ン
タ
ナ
』

９
月
、
今
年
は
菌
に
よ
る
植
物
の

病
気(

ベ
ト
病
・
煤
病
・
錆
び
病
等)

が
例
年
に
見
な
い
程
大
発
生
し
て
い

ま
す
。
殺
菌
薬
剤
も
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
効
果
が
出
る
よ
り
、
菌
の

広
が
り
が
早
く
、
対
策
と
し
て
は
ハ

ン
ド
ス
プ
レ
ー
で
、
水
洗
浄
が
効
果

的
で
す
。
バ
ル
コ
ニ
ー
に
、
水
栓
が

有
れ
ば
、
シ
ャ
ワ
ー
の
方
が
早
い
の

で
す
が
・
・
、
そ
れ
で
も
１
週
間
で
、

ま
た
発
生
し
始
め
る
の
で
、
休
日
は

葉
洗
浄
に
追
わ
れ
る
日
々
で
す
。

そ
ん
な
中
で
も
、
不
思
議
と
ラ
ン

タ
ナ
は
元
気
で
、
綺
麗
な
花
を
沢
山

咲
か
せ
て
い
ま
す
。
ク
マ
ツ
ヅ
ラ
科

の
常
緑
小
低
木
で
、
原
産
が
中
南
米

な
の
で
、
暑
さ
に
は
大
変
強
い
性
質

り
を
見
回
し
て
い
る
人
が
い

た
ら
、
覆
面
調
査
員
か
も
し

れ
ま
せ
ん
よ
。

ジ
ャ
ス
ト
リ
サ
ー
チ
サ
ー

ビ
ス
㈱
で
は
リ
サ
ー
チ
ャ
ー

（
正
社
員
）
募
集
中
で
す
。

未
経
験
者
歓
迎

just-res
earch.co.jp中

央
区
新
川
２-

20-

７T
O
K
O
H

ビ
ル
６
Ｆ
電
話

０
３-

３
５
５
３-

３
７
３
７

こ
の
よ
う
な
企
業
Ｐ
Ｒ
広

告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か
。
お

問
合
せ
は
編
集
部
ま
で
。

佃
三
丁
目
グ
ロ
ー
バ
ル
ケ
ア

《
創
立
２
０
周
年
地
域
感
謝
祭

の
ご
案
内
》

来
る
２
０
２
２
年
10
月
10
日
は
、

私
た
ち
グ
ロ
ー
バ
ル
ケ
ア
の
20

歳
の
誕
生
日
で
す
。
日
本
橋
蛎

殻
町
で
創
業
し
そ
の
翌
年
、
佃

に
移
転
し
て
現
在
に
至
り
ま
す
。

佃
に
移
転
し
た
当
時
は
今
で
も

そ
う
で
す
が
、
ま
っ
た
く
の
新

参
者
で
し
た
。
近
所
に
コ
ン
ビ

ニ
は
あ
っ
て
も
喜
ば
れ
ま
す
が
、

葬
儀
屋
で
す
か
ら
ね
・
・
笑

そ
れ
で
も
考
え
に
考
え
て
何

と
か
地
域
の
お
役
に
立
た
せ
て

い
た
だ
き
た
い
！
と
代
表
の
輿

石
が
始
め
た
掃
除
が
今
も
続
け

て
い
る
毎
朝
の
地
域
清
掃
で
す
。

「
掃
除
は
誰
で
も
今
す
ぐ
で

き
る
。
一
つ
拾
え
ば
一
つ
街
が

綺
麗
に
な
る
」
を

信
条
に
今
後
も
全

員
参
加
で
続
け
て

参
り
ま
す
。
10
月
、

地
域
に
感
謝
と
恩

返
し
を
テ
ー
マ
と

し
た
感
謝
祭
を
僭

越
で
す
が
開
催
予

定
で
す
。
詳
し
く

は
グ
ロ
ー
バ
ル
ケ

ア
お
葬
式
相
談
ル
ー

ム
店
長
の
古
田
迄

お
声
が
け
く
だ
さ

い
。

＊
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
状
況
に
よ
り
予

告
無
く
中
止
と
さ

せ
て
い
た
だ
く
場

合
も
ご
ざ
い
ま
す
。

感
謝

す
る
事
で
す
」
と
い
う
。
こ
れ

か
ら
生
え
る
髪
に
着
目
し
、
正

し
い
ケ
ア
を
行
う
事
で
「
髪
の

ボ
リ
ュ
ー
ム
や
ツ
ヤ
を
叶
え
る

事
が
で
き
ま
す
」
と
続
け
る
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
サ
ロ
ン

to
su
it

は
、
人
生
１
０
０
年

時
代
の
ヘ
ア
ケ
ア
法
を
正
し
く

お
伝
え
し
お
客
様
と
寄
り
添
い
、

共
に
歩
ん
で
行
け
る
ヘ
ア
サ
ロ

ン
で
す
。

抜
け
毛
、
薄
毛
で
お
悩
み
の

方
は
ま
ず
は
頭
皮
診
断
の
体
験

会
に
お
越
し
下
さ
い
。
つ
く
つ

き
新
聞
を
ご
覧
の
方
は
特
別
ご

招
待
致
し
ま
す
。
（
人
数
限
定
）

中
央
区
新
富
１-

10-

11
エ
タ
ー
ナ

ル
新
富
２
Ｆ03-6262-8762

こ
ち
ら
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

わ
か
り
や
す
い

「
髪
育
の
ご
紹

介
動
画
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

編
集
長
の
初
め
て
の
メ
ル
カ
リ

個
人
の
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
や
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ョ
ッ
プ
に
足
を
運
ん

だ
方
は
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
ス
マ
ホ
や
パ
ソ

コ
ン
で
在
宅
の
ま
ま
、

参
加
で
き
る
「
フ
リ
マ

ア
プ
リ
」
な
の
で
す
。
断
捨
離

を
進
め
た
い
編
集
長
が
挑
戦
し

て
み
ま
し
た
。
せ
っ
か
ち
で
ま

ず
は
や
っ
て
み
る
編
集
長
で
す

が
今
回
は
慎
重
に
お
勉
強
し
て

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

ま
ず
は
検
索
で
「
メ
ル
カ
リ
」

Ｈ
Ｐ
か
ら
紹
介
動
画

を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

無
料
の
メ
ル
カ
リ
講

座
が
オ
ン
ラ
イ
ン
と
シ
ョ
ッ
プ

で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
る

ほ
ど
安
心
安
全
で
簡
単
に
売
り

買
い
が
楽
し
め
ま
す
ね
。
早
く

会
員
登
録
し
て
進
め
た
い
の
で

す
が
、
ま
ず
は
オ
ン
ラ
イ
ン
講

座
に
申
込
み
ま
し
た
。Y

ouT
u

be

で
30
分
視
聴
の
「
カ
ン
タ
ン

時
短
出
品
編
」

次
回
へ
続
く

換
気
扇
キ
ッ
チ
ン
・
排
水
管
・

窓
ガ
ラ
ス
・
照
明
器
具
・
外
壁

の
清
掃
、
植
栽
、
除
草
作
業
、

網
戸
張
替
な
ど

ち
ょ
っ
と
自
分
で
は
手
に
負

え
な
い
、
男
手
が
足
ら
な
い
と

き
な
ど
お
気
軽
に
お
見
積
り
を

ご
用
命
、
相
談
く
だ
さ
い
。

㈱
東
京
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
管
理

中
央
区
日
本
橋
蛎
殻
町

03-3665-0949

つ
く
つ
き
家
族
72
回
満
６
年

タ
イ
ト
ル
に
「
て
ん
」
が

隠
れ
て
い
ま
す
。

７
年
前
セ
ミ
ナ
ー
で
隣
席
の
本
園
さ

ん
、
メ
モ
を
絵
で
書
い
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
グ
ラ
レ
コ

で
し
た
。
天
空
新
聞
「
て
ん
く
う
家
族
」
が
始
ま
り
で
し
た
。

両
サ
イ
ド
に
ネ
ッ
ト
が
貼
っ
て

あ
る
の
と
地
面
が
ク
ッ
シ
ョ
ン
材

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
た
め
安
心

感
は
少
し
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
何
が
そ
ん
な

に
子
ど
も
た
ち
を
惹
き
つ
け
る
の

か
、
い
ま
い
ち
。
な
ん
と
な
く
友

達
が
い
る
こ
と
を
期
待
さ
せ
る
雰

囲
気
が
醸
し
出
さ
れ
て
る
の
か
。

答
え
を
知
っ
て
い
そ
う
な
の
は

ト
ー
テ
ム
ポ
ー

ル
を
解
体
し
た

よ
う
な
カ
ラ
フ

ル
な
猿
と
ウ
サ

ギ
の
イ
ス
の
み

で
し
ょ
う
か
。

編
集
長
も
人

気
の
秘
密
が
わ

か
り
ま
せ
ん
。

２
０
２
２
年
「
子
ど
も
と

た
め
す
環
境
ま
つ
り
」

中
央
区
内
の
小
学
校
を
会

場
に
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
誰
で
も
楽
し
み
な
が
ら
、

環
境
に
つ
い
て
体
験
学
習
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

環
境
に
関
す
る
ク
イ
ズ
や

実
験
、
工
作
等
々
、
ワ
ク
ワ

ク
・
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
学

べ
る
ブ
ー
ス
が
た
く
さ
ん
出

展
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
お
越
し

く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
10
月
１
日(

土)

10
時
～
15
時

雨
天
実
施

【
場
所
】
中
央
区
立
佃
島

小
学
校
（
中
央
区
佃
２-

３-

１
）

【
参
加
費
】
無
料

※
マ
ス
ク
着
用
、
上
履
き

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
主
催
・
問
合
せ
】
中
央

区
環
境
保
全

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
務

in
f

o.ckhnet@
gm
ail.com

上
記
画
像
は
２
０
１
９
年

明
正
小
学
校
で
開
催
さ
れ

た
画
像
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍

はW
E
B

版
で
の
開
催
で
し

た
。
久
し
ぶ
り
の
リ
ア
ル

開
催
は
、
12
年
ぶ
り
の
佃

島
小
で
行
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
お
楽
し
み
に
。
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４
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新
聞
を
応
援
く
だ
さ
い

サ
ポ
ー
タ
ー
会
員
募
集

サ
ポ
ー
タ
ー
会
員
登
録
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
佃
宮
崎
様

勝
ど
き
江
口
様

田
丸
様

年
会
費

個
人
一
口

２
千
円

新
聞
を
郵

送
や
宅
配
な
ど
で
お

届
け
。
法
人
会
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は
一
口
２
万
円
、
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記
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を
年
一
回
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。
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決
済
サ
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ビ
ス

つ
く
つ
き
で
は
「
ｓ
ｑ

ｕ
ａ
ｒ
ｅ
」
と
い
う
決

済
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し

て
い
ま
す
。
お
振
込
み
手
数
料
は

当
方
持
ち
で
す
。
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バ
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柳

（

中
央
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ク
ラ
ブ
の

皆
さ
ん
の
作
品
で

す
。
一
言
寸
評
は

読
者
野
原
さ
ん
で
す
。
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の
お
題

は
「
マ
ス
ク
」
で
す
。

マ
ス
ク
で
も

誰
だ
か
分
か
る

体
形
で

安
魚

ほ
ん
と
に
体
形
っ
て
い
う
や
つ
は

ね
～
、
ど
ん
な
格
好
を
し
て
い
て
も

自
己
主
張
す
る
ん
だ
よ
ね
～
。

マ
ス
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て

外
に
出
た
な
ら

あ
な
た
誰
れ

風
天

口
元
の
シ
ワ
と
無
精
ヒ
ゲ
を
隠
し

て
く
れ
る
マ
ス
ク
の
あ
り
が
た
さ
。

欲
を
言
え
ば
若
見
え
す
る
マ
ス
ク
欲

し
い
な
あ
。

シ
ル
バ
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川
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（
中
央
）
は
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月
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初
の
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開
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ま
す
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問
合

せ
は
編
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部
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で
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ロ
ー
ズ
・
ガ
ー
デ
ン
で
の

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

シ
ル
バ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
ケ
ア
（
株
）

介
護
付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム
ロ
ー

ズ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
リ
ー
ズ
を
２
施

設
運
営
し
て
い
ま
す
。
有
料
老
人

ホ
ー
ム
ロ
ー
ズ
・
ガ
ー
デ
ン
で
は

ご
入
居
者
様
向
け
に
体
操
教
室
が

あ
り
ま
す
。「
い
つ
ま
で
も
お
元

気
で
」
楽
し
く
生
活
が
暮
ら
せ
る

よ
う
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

講
師
を
お
招
き
し
、
ヨ
ガ
の
手

法
を
取
り
入
れ
、
椅
子
に
座
り
無

理
な
く
身
体
を
動
か
せ
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

最
後
は
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
を
体

験
し
て
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
気
持

ち
で
終
了
い
た
し
ま
す
。
老
人
ホ
ー

ム
で
の
生
活
は
こ
れ
ま
で
の
生
活

を
尊
重
し
個
性
を
活
か
せ
る
環
境

が
と
て
も
大
事
と
い
え
ま
す
。

ロ
ー
ズ
・
ガ
ー
デ
ン
入
居
相
談
室
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https://w
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月
島
一
丁
目
「
と
ん
か
つ
丸
七
」

月
島
で
は
ま
だ
飲
食
店
の
新
規
出

店
が
続
い
て
い
ま
す
ね
。
ち
ょ
っ
と

街
を
歩
い
て
い
な
い
と
、
あ
れ
こ
ん

な
と
こ
ろ
に

新
し
い
店
が

で
き
て
る
っ

て
こ
と
に
。

月
島
一
丁
目

「
喫
茶
銀
の
羊
」
の
前
で
す
。

あ
の
有
名
な
「
門
仲
丸
七
」
の
系

列
店
の
よ
う
で
す
。
と
ん
か
つ
好
き

の
編
集
長
と
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ

と
。
で
も
近
く
の
ホ
ル
モ
ン
屋
さ
ん
、

チ
キ
ン
屋
さ
ん
も
ま
だ
行
っ
て
い
な

い
し
、
月
島
の
飲
食
店
巡
り
は
ま
だ

ま
だ
で
す
。
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の
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だ
行
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い
な

い
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り
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ま
だ
で
す
。

「
復
活

佃
月
島
演
芸
館
」
再
演

築
地
本
願
寺
佃
島
分
院
に
て

２
年
前
に
、
取
り
壊
さ
れ
る
前
の
佃

島
説
教
所
で
開
催
し
た
演
芸
館
の
再
演

で
す
。
９
月
24
日
土
曜
①
午
前
の
部
10

時
半
～
②
午
後
の
部
13
時
半
～
二
千
円

場
所

新
装
な
っ
た
本
願
寺
佃
島
分
院

予
約
受
付
は
８
月
か
ら
開
始
し
ま
し

た
が
、
大
好
評
で
80
人
の
定
員
を
越
え

て
し
ま
い
、
現
在
会
場
の
増
席
を
検
討

中
で
す
。
残
席
が
あ
る
か
は
つ
く
つ
き

Ｈ
Ｐ
か
下
記
の
お
問
合
せ
で
ご
確
認
を
。
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月
島
社
会
教
育
会
館

ア
ー
ト
は
る
み

未
来
の
月
島
の
ま
ち
を
作
ろ
う

参
加
者
の
皆
さ
ん
が
月
島
地
区

の
ま
ち
・
地
域
に
つ
い
て
学
び
、

「
地
域
を
大
切
に
し
新
し
い
街
づ

く
り
を
創
出
す
る
」
こ
と
を
目
的

に
月
島
の
未
来
の
街
を
模
型
制
作

し
ま
す
。
全
二
回
の
講
座
で
講
師

（
志
村
秀
明
氏

芝
浦
工
業
大

学
建
築
学
部
教
授

月
島
長
屋
学
校

を
主
宰
）
（
菊
池

高
瑛
氏
建
築
家
）

（
柴
野
夏
初
氏

建
築
家
）

そ
の

他
芝
浦
工
業
大
学

建
築
学
部
学
生
が

参
加
し
ま
す
。
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調
剤
薬
局

フ
レ
ン
ド
通
信

本
橋
さ
ん
の
健
康
コ
ラ
ム

今
月
は
帯
状
疱
疹
の
予
防
に
つ

い
て
で
す
。

帯
状
疱
疹
は
治
療
後
も
後
遺
症

と
し
て
残
る
こ
と
が
知
ら
れ
加
齢

と
共
に
神
経
痛
に
移
行
す
る
人
の

割
合
が
高
く
な
り
50
代
以
上
の
約

20
%
が
後
遺
症
に
悩
ま
さ
れ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
痛
み
が
数
年

続
く
こ
と
も
あ
り
生
活
の
質(Q

O
L)

に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
か
ら

予
防
が
と
て
も
重
要
で
す
。

予
防
に
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

同
様
ワ
ク
チ
ン
が

有
効
で
す
。
現
在

日
本
で
承
認
さ
れ

て
い
る
ワ
ク
チ
ン

は
２
種
類
、
効
果
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Ｒ
65
月
島
カ
フ
ェ
９
月
15
日

勝
ど
き
デ
イ
ル
ー
ム
毎
月
第
３

木
曜
日
12
時
半
～
14
時
ま
で
は
ス

マ
ホ
勉
強
会
、
サ

ポ
ー
タ
ー
の
協
力

で
一
対
一
で
勉
強

し
ま
す
。

２
時
か
ら
は
楽

し
い
お
し
ゃ
べ
り
の
カ
フ
ェ
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
ス
マ
ホ
勉
強
会

か
ら
引
き
続
き
の
参
加
も
で
き
ま

す
。
９
月
の
講
座
は
２
面
の
コ
ラ

ム
で
お
馴
染
み
の
新
川
髪
育
美
容

師
吉
田
さ
ん
の
「
シ
ニ
ア
の
た
め

の
髪
育
講
座
」
「
司
法
書
士
の
相

続
講
座
」
は
勝
ど
き
の
司
法
書
士

甲
斐
さ
ん
で
す
。
無
料
で
参
加
で

き
ま
す
。
ご
参
加
希
望
の
方
は
編

集
部
に
ご
予
約
申
込
く
だ
さ
い
。
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師
吉
田
さ
ん
の
「
シ
ニ
ア
の
た
め

の
髪
育
講
座
」
「
司
法
書
士
の
相

続
講
座
」
は
勝
ど
き
の
司
法
書
士

甲
斐
さ
ん
で
す
。
無
料
で
参
加
で

き
ま
す
。
ご
参
加
希
望
の
方
は
編

集
部
に
ご
予
約
申
込
く
だ
さ
い
。

４４

出
演

11
代
目
金

原
亭
馬
生

落
語

「
佃
祭
」
を
口
演

し
ま
す
。
地
域
ネ

タ
の
名
作
を
語
り

ま
す
。
銀
座
木
挽
町
生
れ
。
「
昔
、
説

教
所
で
算
盤
大
会
に
出
た
。
懐
か
し
い

佃
で
演
じ
ら
れ
る
の
が
楽
し
み
」

実
は
編
集
長
と
越
中
島
の
高
校
の
同

期
生
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
の
彼
は
女
子
の

フ
ァ
ン
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。
剣
道
部

の
編
集
長
と
は
大
違
い
で
し
た
。

佃
川
燕
也
「
大

江
戸
玉
す
だ
れ
」

地
元
の
佃
二
丁
目

（
旧
・
新
佃
島
西

町
二
丁
目
）
生
ま

れ
。
佃
島
小
学
校
卒
業
。
平
成
５
年
大

江
戸
玉
す
だ
れ
を
旗
揚
げ
。
現
在
、
門

下
生
は
全
国
に
２
０
０
名
余
り
。
「
さ

て
、
さ
て…

」
で
始
ま
る
お
馴
染
み
の

玉
す
だ
れ
だ
け
で
な
く
、
端
唄
や
小
唄
、

寄
席
の
踊
り
な
ど
、
江
戸
の
雰
囲
気
を

織
り
込
ん
だ
「
玉
す
だ
れ
芸
」
を
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
上
演
し
て
い
ま
す
。

田
辺
い
ち
か

創

作
講
談
「
そ
の
昔
佃

島
漁
師
夜
話
」
佃
寅
、

石
井
き
ん
ざ
さ
ん
の

小
説
を
創
作
講
談
に

語
り
起
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
た
め
わ
ざ
わ
ざ
大
阪
市
西
淀
川
区
の

住
吉
ま
で
取
材
に
行
っ
て
い
た
だ
い
た

そ
う
で
す
。
現
地
で
江
戸
時
代
に
佃
島

に
移
住
し
た
漁
民
に

思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

前
回
の
メ
ー
キ
ン

グ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
10
名
に

進
呈
い
た
し
ま
す
。

編
集
部
ま
で
。
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の
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、
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の
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な
ど
、
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の
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囲
気
を
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だ
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す
だ
れ
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を
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で
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い
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か
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作
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「
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漁
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寅
、

石
井
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さ
ん
の

小
説
を
創
作
講
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に

語
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起
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
た
め
わ
ざ
わ
ざ
大
阪
市
西
淀
川
区
の

住
吉
ま
で
取
材
に
行
っ
て
い
た
だ
い
た

そ
う
で
す
。
現
地
で
江
戸
時
代
に
佃
島

に
移
住
し
た
漁
民
に

思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

前
回
の
メ
ー
キ
ン

グ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
10
名
に

進
呈
い
た
し
ま
す
。

編
集
部
ま
で
。

昭
和
２
８
年
商
工
地
図
を
見
る
と
？

京
橋
図
書
館
地
域
資
料
室
に
あ
る
昭

和
28
年
商
工
地
図
に
は
２
つ
の
演
芸
場

が
あ
り
ま
す
。
西
仲
通
り
交
番
の
裏
手

あ
た
り
、
「
月
島
演
芸
場
」
隣
は
月
島

映
画
劇
場
で
す
。
も
う
１
軒
は
佃
小
橋

の
そ
ば
に
「
住
吉
演
芸
場
」
で
す
。

佃
・
月
島
の
昭
和
時
代

西
仲
通
り
に
は
、
毎
晩
夜
店
が
出
店

し
、
下
町
ら
し
い
商
店
街
が
続
き
、
銭

湯
が
丁
目
ご
と
に
あ
っ
た
時
代
で
す
。

長
屋
に
は
「
内
風
呂
」
は
な
く
、
家
族

大
勢
で
銭
湯
に
通
う
の
が
日
課
で
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
は
一
軒
も
見
当
た
ら
ず
、

佃
島
の
石
川
島
造
船
所
と
下
請
け
工
場

で
働
く
労
働
者
た
ち
が
長
屋
で
生
き
生

昭
和
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８
年
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工
地
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を
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る
と
？
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図
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に
は
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つ
の
演
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場

が
あ
り
ま
す
。
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仲
通
り
交
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の
裏
手

あ
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り
、
「
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演
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場
」
隣
は
月
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映
画
劇
場
で
す
。
も
う
１
軒
は
佃
小
橋

の
そ
ば
に
「
住
吉
演
芸
場
」
で
す
。

佃
・
月
島
の
昭
和
時
代

西
仲
通
り
に
は
、
毎
晩
夜
店
が
出
店

し
、
下
町
ら
し
い
商
店
街
が
続
き
、
銭

湯
が
丁
目
ご
と
に
あ
っ
た
時
代
で
す
。

長
屋
に
は
「
内
風
呂
」
は
な
く
、
家
族

大
勢
で
銭
湯
に
通
う
の
が
日
課
で
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
は
一
軒
も
見
当
た
ら
ず
、

佃
島
の
石
川
島
造
船
所
と
下
請
け
工
場

で
働
く
労
働
者
た
ち
が
長
屋
で
生
き
生

き
と
暮
ら
し
て
い
た
町
で
す
。

そ
の
頃
の
娯
楽
と
い
え
ば
、
テ
レ

ビ
は
ま
だ
な
く
家
族
が
耳
を
澄
ま
せ

て
聞
い
て
い
た
ラ
ジ
オ
と
、
三
本
立

て
の
映
画
館
、
そ
し
て
演
芸
場
で
あ
っ

た
よ
う
で
す
。
ま
さ
に
「
い
だ
て
ん
」

や
「
三
丁
目
の
夕
日
」
の
昭
和
時
代

だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
住
吉
演
芸
場
」
の
こ
と

今
回
の
「
復
活

佃
月
島
演
芸
館
」

の
田
辺
い
ち
か
さ
ん
創
作
講
談
の
種

本
と
な
っ
た
「
佃
寅
」
の
石
井
き
ん

ざ
さ
ん
の
著
書
「
そ
の
昔
佃
島
漁
師

夜
話
」
に
こ
ん
な
記
述
が
あ
り
ま
し

た
。

″
戦
後
だ
が
佃
島
に
住
吉
演
芸
場
と

言
う
小
屋
が
あ
っ
た
。
最
初
は
落
語
、

そ
の
他
色
物
で
興
行
を
し
い
た
。
初

代
柳
家
三
亀
松
も
経
営
者
の
小
沢
扇

太
郎
と
は
古
い
馴
染
み
で
よ
く
出
演

し
て
い
た
”
（
原
文
と
お
り
）

郷
土
史
研
究
の
増
山
さ
ん
の
著
書

「
佃
島
物
語
」
で
は
こ
ん
な
記
載
も
。

″
昭
和
21
年
住
吉
亭
が
佃
一
の
十
の

五
に
誕
生
、
寄
席
ば
か
り
で
は
な
く
、

田
舎
芝
居
の
ド
サ
廻
り
一
座
が
巡
業

に
来
て
、
町
の
お
か
み
さ
ん
達
の
ア

イ
ド
ル
に
な
り
、
座
に
よ
っ
て
は
結

構
今
で
云
う
追
っ
か
け
お
ば
さ
ん
が

発
生
し
て
い
た
。
贔
屓
の
座
が
く
る

と
、
自
分
用
の
座
布
団
を
持
っ
て
出

か
け
お
ひ
ね
り
を
投
げ
る
。
町
に
は

未
亡
人
が
入
れ
揚
げ
て

中
略

住

吉
亭
の
支
配
人
は
小
林
仙
太
郎
と
云

う
旅
興
行
く
ず
れ
の
小
太
り
な
好
々

爺
と
藤
間
紫
ば
り
の
奥
様
夫
婦
。
女

剣
劇
浅
香
光
代
は
ま
だ
16
～
17
歳
の

き
と
暮
ら
し
て
い
た
町
で
す
。
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の
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に
誕
生
、
寄
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で
は
な
く
、
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舎
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の
ド
サ
廻
り
一
座
が
巡
業

に
来
て
、
町
の
お
か
み
さ
ん
達
の
ア

イ
ド
ル
に
な
り
、
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に
よ
っ
て
は
結

構
今
で
云
う
追
っ
か
け
お
ば
さ
ん
が

発
生
し
て
い
た
。
贔
屓
の
座
が
く
る

と
、
自
分
用
の
座
布
団
を
持
っ
て
出

か
け
お
ひ
ね
り
を
投
げ
る
。
町
に
は

未
亡
人
が
入
れ
揚
げ
て

中
略

住

吉
亭
の
支
配
人
は
小
林
仙
太
郎
と
云

う
旅
興
行
く
ず
れ
の
小
太
り
な
好
々

爺
と
藤
間
紫
ば
り
の
奥
様
夫
婦
。
女

剣
劇
浅
香
光
代
は
ま
だ
16
～
17
歳
の

座
長
で
、
町
中
を
太
鼓
を
叩
き
、
本
日

の
口
上
を
云
い
歩
く
”

ち
ょ
っ
と
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
な
昭
和

の
風
景
で
す
。
両
誌
に
よ
る
経
営
者
の

名
前
は
違
い
ま
す
が
、
同
一
人
と
思
わ

れ
ま
す
。
月
島
図
書
館
の
蔵
書
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
他
演
芸
館
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
も
興
味
深
い
も
の
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
お
読
み
く
だ
さ
い
。

「
月
島
演
芸
場
」
知
っ
て
い
ま
す

前
回
の
公
演
で
お
知
り
合
い
に
な
っ

た
月
島
三
丁
目
の
渡
辺
さ
ん
は
月
島
演

芸
場
の
縁
者
の
方
で
し
た
。

「
い
つ
も
佃
月
島
新
聞
を
拝
見
し
て
い

ま
す
。
私
は
40
数
年
前
、
月
島
に
引
っ

越
し
た
も
の
で
す
が
、
実
は
、
私
の
祖

父
母
は
月
島
で
演
芸
場
や
建
具
屋
を
営

み
、
亡
母
は
そ
の
演
芸
場
の
手
伝
い
、

舞
台
脇
に
あ
る
題
目
？
（
め
く
り
の
こ

と
で
し
ょ
う
か
）
書
き
を
さ
せ
ら
れ
た

と
い
い
ま
す
。
亡
き
母
（
６
年
前
に
百

歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
）
は
確
か
に
筆

文
字
は
上
手
か
っ
た
。
又
、
芝
居
も
あ

り
、
芸
人
は
商
店
街
を
練
り
歩
き
宣
伝
。

芝
居
後
は
客
席
に
旅
芸
人
は
雑
魚
寝
。

そ
こ
へ
ひ
い
き
の
客
も
流
れ
込
ん
だ
と

い
い
ま
す
」
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を
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、
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芸
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、
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あ
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種
す
る
こ
と

で
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疫
を
獲
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す
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８
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円
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４
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５
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ク
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が

主
流
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っ
て
い
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し
ょ
う
。

フ
レ
ン
ド
薬
局

月
島
１-

11-

９

03-5548-5548

や
接
種
対
象
、
接
種
回
数
、
費
用

な
ど
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。
２
０

１
６
年
に
認
可
さ
れ
た
も
の
は
感

染
性
の
あ
る
生
き
た
ワ
ク
チ
ン
を

弱
ら
せ
、
そ
れ
を
接
種
す
る
こ
と

で
免
疫
を
獲
得
し
ま
す
。
１
回
接

種
で
有
効
性
50
%
、
費
用
は
８
千

円
円
程
度
、
生
ワ
ク
チ
ン
の
た
め

免
疫
力
の
低
下
し
て
い
る
人
に
は

接
種
で
き
ま
せ
ん
。

２
０
２
０
年
に
認
可
さ
れ
た
も

の
は
感
染
性
を
も
た
な
い
た
め
、

免
疫
力
の
低
下
し
た
人
に
も
使
え

ま
す
。
接
種
回
数
は
２
回
で
有
効

性
は
90
%
以
上
、
費
用
は
４
～
５

万
円
程
度
で
す
。
有
効
性
の
高
さ

か
ら
今
後
、
後
者
の
ワ
ク
チ
ン
が

主
流
に
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

フ
レ
ン
ド
薬
局

月
島
１-

11-

９

03-5548-5548


